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ビンナガ資源量について
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Ⅰ　ま　え　が　き

12月のビンナガ漁場は年によりt岸寄わ”■沖合カに偏して一定し澄hが，その形成位置は井上

（1・2・5・）・岡本価が指摘するように或る走った海域に現われる。つまカ，
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2．E15ロ0　以西　昭和55・58・57・59年

5，El d OO　以西　昭和55・59・40年

等がそれで，その漁場は同海域で1、2週間存続し次第に漁獲量が減じてくる。そこで，この現象を漁

期中の努力量の累稀によう既存資源量が減ったものと仮定し，De・Lury　の方法で触量を推定した。

本調査をはじめるにあたり，御指導賜わった東京水産大学教授吉原友吉氏に衷心より御礼申し上げま

す。

Ⅱ　資　　料

昭和4口年12月に出漁した本県船15隻を対象にし，日々の漁獲量および釣数は各船から無線連絡

を受け，不足分については入港時に開きとった。また，魚体調査は都珂湊で400尾，焼津で520尾

（東北水研）の体長測定資料を用tハた。

筒，本漁業は竿釣，延縄兼用であるが，12月の場合は漁獲尾数の9割以上が竿釣によるものをので，

漁獲を竿釣によるものと仮定し，釣数は1日に2回の延縄操業時の絵釣数を用いた。

Ⅲ　結　　　果

上述の資料から，単位当り漁獲量と累積漁獲尾数との関係をみると，

Y＝－0．17810王ら　Ⅹ十18．882　　　（£

但し，　　　　Y：単位当力漁獲量

Ⅹ　：累積漁獲尾数

（妹が成立する。（ユ）式から，推定資源量は11d・1xlO5尾と在る。

体長測定結果は，体長範幽49～97（刊，モ1ドは5占・88および78m付近にある。この結果を

南水研の年令査定にあてはめると，

58cm付近　　1年魚

占8cm付近　　　2年魚

78珊付近　　　5年魚
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表水試：試験報告　　昭和59，40年度

等である。

Ⅳ　考　　察

上記の結果と昭和59年12月の本県船の成績や体長測定結果（昭和40年1月を含む）から，昭和

4口年12月の資源量の大きさや群の構成とみると次の通力である。

昭和40年12月の漁場はⅣ5dO50′～57050′　E151000′～152D‾oD′（170

～180級）にあって，その他の海域では漁場が出現しをかった。これは，上述の浄場以外の海域に，

ビンナガの滞溜すべき適所がをかったものと考えられる。

来館資源量は10－11万尾程度で，昭和59年12月（総漁獲尾数28圭一771ロd尾）と同程

度かそれよカ少量とみられ，あまり大きな量ではなかった。

来訪群の構成を年級別にみると，2・5年魚が主体であるので，冬季ビンナガはそのクラスのものに

よって構成されこれが毎年出現する卓持年級翠に相当するようである。

（註）昭和40年12月総漁獲尾数15隻－64，898尾

Ⅴ　要　　　約

・1．昭和40年12月の資源量をDe・Lury　の方法で推定した結果，1口8，100尾であった0

2．上記の資源量は昭和59年のそれに比べて同程度かそれより少ない。

5．漁場内の欝構成は，2・5年魚によって代表される。
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第1表　ビンナガ漁獲表

註：12月17日の数値は他からかけはなれているの

で除外した。
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第2表　　棲本船の漁獲記歳
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